
 

 

 

 

             

牧師    間渕  善彦 

「学者たちはその星を見て喜びにあふれた」（マタイ福音書２章10節）。 

 今年も早くもので12月です。皆さん、この１年はどのような１年だったでしょうか。 

クリスマスが近づいてまいりました。クリスマスは、わたしたちの救いのためにこの世に来て

くださったイエス・キリストのお誕生をお祝いする日です。 

 約２千年前、東の国の占星術の学者たちが異様に輝く星を見て、メシア（救い主）の誕生の知

らせだと気づきました。しかし、彼らが聞いていたのは、ユダヤ人の王としてお生まれになった、

救い主のお誕生でした。 

 わたし自身も最初聖書を読んだ時そう思いましたが、学者たちにとって、あまり縁のない、異

国の王として救い主が生まれたということでした。どんなに素晴らしい人が生まれても、それが

異国の王であり、自分たちとあまり関係のないのであれば、大きな喜びではありません。しかし、

３人の占星術の学者たちは、そうは思わなかったのです。その知らせを受けた時、ラクダに乗っ

て、はるばるとユダヤの国に救い主を訪ねてまいりました。そして彼らはついに、その救い主と

お会いし、お誕生を祝い、大きな喜びをもって家に帰ったと聖書は記しています（マタイ福音書

２章１～12節）。 

 日本ではクリスマスと言えば、ずいぶん賑やかになりました。デパートや商店街の歳末商戦と

重なって、イルミネーションで華やかに祝われるようになりました。しかし、皆さんは、イエス・

キリストの誕生を、どのようにお感じになっておられるでしょうか。何か、それは遠い国のこと

で、自分とはあまり関わりのないことのように思われてはいないでしょうか。そのように思われ

ても、当然のことかもしれません。 

 しかし、あの占星術の学者たちが、その救い主を訪ねてはるばる遠くからやって来たように、

皆さんも、このイエス・キリストの教えを信じて、救いを求めて行く時に、この方こそ自分の人

生の救い主としてお生まれになった方であることを、きっと知ることができることでしょう。そ

して、あなたの人生を充実した豊かなものとしてくださる救い主を、心のうちに迎えることがで

きるはずです。ですから、クリスマスはわたしたちにとって、喜びの日なのです。 

 どうぞ、クリスマスには、教会で救い主のお誕生をご一緒にお祝いいたしましょう。 

 この１年間、「教会短信」を読んでくださいまして、心から感謝いたします。 

経堂バプテスト教会 

教 会 短 信
2014 年 12 月 14 日 
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  経堂バプテスト教会 

牧師  間渕  善彦 

〒156-0053 世田谷区桜１－６４－３０ 

℡０３－３４２７－２３５２ 

 

 

※当教会はプロテスタント教会です。エホバの証人、モルモン教、統一協会などとは異なります。 

教会学校（成人科） 

 

 礼拝の中で、牧師のお話を聞いて、

感想や意見を述べ合います。わから

ないところは質問もできます。 

毎週日曜日  礼拝後 

教会学校（幼児科） 

 

 かわいい讃美歌を歌って、聖書のやさ

しいお話を聞きます。お祈りもします。

 

毎週日曜日  午前10時～10時20分 

聖書を学ぶ会 

 

 牧師から詳しく聖書を学びます。 

 讃美歌も歌い楽しい会です。 

 

毎週火曜日  午後1時30分～2時30分 

聖書研究・祈り会 

 

 静かな夕べに聖書を学びます。 

 共に祈り合います。 

 

毎週水曜日  午後7時30分～8時30分 




